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■シーリングの劣化及び損傷の状況 

シーリング材の目地断面に対して、全断面にわたり破断

またははく離している状態は、雨水が浸入する危険性が高

い。欠損が生じている場合も浸水の危険性が高い。また、

破断またははく離による亀裂の深さが 2mm 以上の場合はシ

ーリング材の劣化が進行している。 

破断・はく離による亀裂の深さは表面からの確認は困難

であるが、定規などを差し込んでの測定は損傷の恐れがあ

るため好ましくない。周囲を指圧することにより亀裂部分

を開き、おおよその深さを目視で確認する。 

  

【点検のポイント】 

□シーリング材の破断・はく離による亀裂の深さが 2mm

以上でないか。欠損はないか。 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
●解説：その他の劣化現象 

シーリング材表面は仕上塗材が施されることが多い。 

その表面は時間と共にひび割れが発生し、美観上好ま

しくないが、ひび割れの発生のみであれば防水性能上は

影響がないので経過観察を行う。 

●シーリング材表面のひび割れ 

（防水性能上は影響なし） 

●指圧による亀裂の深さの確認 

（写真は軽微な亀裂） 

 

（一部拡大） 

●シーリング材のはく離 

 

亀裂 

●全断面にわたる破断*2 

●はく離*2 

断面図 

シーリング材 



Ⅱ．建築物の外部 

 

17 

 

 

オ）外壁（窓サッシ等） 

■サッシ等の劣化及び損傷の状況 

屋外に面する建具や建具廻りの隙間や破損は、雨漏り・

水漏れが発生する可能性が高い。 

 

【点検のポイント】 

□サッシ等の腐食（さび）又は破損等がないか。 

□サッシが変形していないか。 

□サッシ廻りのひび割れ（水平ひび割れ、隅角部からの

斜めひび割れ）、隙間や破損がないか。 

□開口部の水切り下部に著しい汚れ、エフロレッセンス

（白華）がないか。 

□開口部周囲のシーリングのき裂、欠損、剥離、破断等

がないか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

カ）建具 

■共用部ドア、住戸玄関ドアの劣化及び損傷の状況 

錆止め塗装が施された鋼製ドアは定期的に塗り替えを行

わなければ腐食（さび）が進み、美観のみならず、ドア本

体の耐久性も損なう。 

また、塩ビ鋼板製のドアは塩ビフィルム面の傷や端部か

ら腐食（さび）が進行するので、定期的に確認する必要が

ある。 

 

【点検のポイント】 

□扉、枠の腐食（さび）、周囲のシーリングのき裂、欠損

等がないか。 ●住戸玄関ドアの塗装の剥離 

 

●サッシの腐食 

 

●シーリングの欠損、水切り下部の汚れ 

 

●開口部（周辺）のひび割れ等 

（左：開口部（入隅部）のひび割れ、右：サッシ廻りのひび割れ） 
●開口部周囲のシーリングの亀裂 

●開口部（入隅部）の典型的なひび割れパターン（乾燥収縮が原因）*3 


